
1

アムロジピン錠２.５ｍｇ｢ＴＣＫ｣の溶出試験

　辰巳化学株式会社
　　 第一研究所
     研究開発部

Ⅰ．溶出試験
　アムロジピン錠２.５ｍｇ｢ＴＣＫ｣およびノルバスク
錠２.５ｍｇの溶出試験結果をTable 1～４、Fig １～４
に示した。
　アムロジピン錠２.５ｍｇ｢ＴＣＫ｣はｐＨ１．２、ｐＨ
４.０、ｐＨ６．８及び水の４液全てにおいて１０分で
９０％以上の平均溶出率を示した。

Ⅱ．結果
　アムロジピン錠２.５ｍｇ｢ＴＣＫ｣の溶出速度は試験
結果よりｐＨ１．２、ｐＨ４.０、ｐＨ６．８及び水の４液
全てにおいて１０分で９０％以上の平均溶出率を示した。
このことからアムロジピン錠２.５ｍｇ｢ＴＣＫ｣は胃内
ｐＨ の個人差等の影響をさほど受けない溶出特性を
示す製剤であると思われる。

　　Table 1

　　Table 2

　　Table 3

　　Table 4

ｐＨ１.２　　平均溶出率（％）

溶出時間(分) ５ １０ １５ ３０ ４５

アムロジピン錠２.５ｍｇ｢ＴＣＫ｣ １０１.３ ９５.７ ９２.７ ８９.６ ８６.６

標準製剤 　９８.０ ９６.１ ９２.８ ８９.１ ８５.９

ｐＨ４.０　　平均溶出率（％）

溶出時間(分) ５ １０ １５ ３０ ４５

アムロジピン錠２.５ｍｇ｢ＴＣＫ｣ ９６.９ ９１.６ ８９.０ ８６.１ ８４.３

標準製剤 ９９.６ ９７.９ ９６.０ ９３.２ ９１.７

ｐＨ６.８　　平均溶出率（％）

溶出時間(分) ５ １０ １５ ３０ ４５

アムロジピン錠２.５ｍｇ｢ＴＣＫ｣ ８３.９ ９２.０ ９３.５ ９６.１ ９３.４

標準製剤 ７３.６ ９０.４ ９０.５ ９１.４ ８８.４

水　　平均溶出率（％）

溶出時間(分) ５ １０ １５ ３０ ４５

アムロジピン錠２.５ｍｇ｢ＴＣＫ｣ ８８.４ ９６.６ ９５.０ ９２.２ ９０.４

標準製剤 ７１.３ ９４.４ ９７.４ ９５.７ ９４.０
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　　Fig 1 　　Fig 2

　　Fig 3 　　Fig 4


